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重点事項 

中期目標 中期計画 
年度計画 

法人による自己点検 評価委員会による評価結果 

計画の実施状況 
評価 

区分 
(1)評価理由、(2)指摘事項 

評価

区分 H29 H30 R1 R2 

【教育】 

地域をフィールドとして地域

の人々の経験から学び、大学

の科学的知識を活用して協働

的に課題を解決する実践的な

教育を行い、もって、地域に

根ざしながら世界を視野に活

躍できる高度な知識と技術を

有し、深い知性と豊かな人間

性に富み、社会の持続的発展

に貢献する人材を育成する。 

 

 【教育】 

(1) 教養教育と専門教育を通して、広

い視野に立ってものごとを自力で判断

できる力を育成し、各分野においてリ

ーダーシップが発揮できる高い専門性

と問題解決能力を持った社会の持続

的発展に貢献する人材を輩出する。 

(2) 学生自らが地域づくりや、企業、組

織等の課題発見・問題解決活動に取

組むことによって地域社会に求められ

る能力・姿勢に気付き、向上させること

ができるよう支援する。そのために地域

社会の人々との協働による学びを通じ

て、地域課題の解決に役立つ多面的・

総合的な知識や能力を育成する地域

協働型教育を教育の柱に据える。 

(3) 地域の実情を知ると同時に、卒業

後の進路や、将来を意識した取組を充

実させるために、企業・組織・自治体や

地域住民との連携を強化して、学生の

ゼミナールやフィールドワーク、実習・

インターンシップによる学修を促進す

る。 
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①法人の自己評価と評

価委員の判断が異なる

場合は、その理由を記

述。 

 

②判断が同じ場合は、記

述不要。ただし、特筆す

べき点があれば、記述。 

 

※評価することが難し

い場合は、空白でも可 

中期計画の記載項目ごとに評価指標により評価 

【評価の目安】 

ａ 中期計画の達成に向けて良好に進んでいる（上回る／十分な実施となる見込み）（達成率 100%以上） 

ｂ 中期計画の達成に向けて概ね良好に進んでいる（実施する見込み）（達成率 80%以上 100%未満） 

ｃ 中期計画の達成のためにはやや遅れている（下回る／実施が不十分となる見込み）（達成率 60%以上 80%未満） 

ｄ 中期計画の達成のためには遅れている（特に劣る／未実施となる見込み）（達成率 60%未満） 

 

 

評価委員が記入 

法人が記入 



 

２ 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育内容等に関する目標を達成するための措置 

ア 教育内容の改善 

中期目標 中期計画 
年度計画 

法人による自己点検 評価委員会による評価結果 

計画の実施状況 
評価 

区分 
(1)評価理由、(2)指摘事項 

評価
区分 H29 H30 R1 R2 

各学部の学位授与の方針（デ
ィプロマ・ポリシー）に基づ
き、教育課程の編成・実施方

針（カリキュラム・ポリシー）
を示した上で、それに沿った
教育を展開し、学生の到達度

から教育成果を確認・評価す
ることにより、各方針や教育
内容の改善を行う仕組みを

構築する。 

 また、豊かな人間性を育む
「教養教育」、職業人として

必要な能力を養成する「専門
教育」、地域課題に立ち向か
い解決する能力を高めるた

めの「地域協働型教育」を実
施し、社会で活躍できる実践
力と創造性に富む人材を育

成する。 

 

 

 

 

 

1 地域が直面している課題に向き合
い、その課題に取り組み続けられる
「地域の未来を創造できる人材」を

育成する。 

このため、対話的討論により、自身
で考え、自らの力で判断できる能力

を養成する「教養教育」と職業人と
して必要な能力を養成する「専門教
育」、地域社会の人びととの学びを通

じて、地域課題の解決に必要な多面
的・総合的な知識を共創する力を育
成する「地域協働型教育」をディプ

ロマポリシーに基づき実施する。 b b b  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人が記入 

 
①法人の自己評価と評

価委員の判断が異なる

場合は、その理由を記

述。 

 

②判断が同じ場合は、記

述不要。ただし、特筆す

べき点があれば、記述。 

 

※評価することが難し

い場合は、空白でも可 

中期計画の記載項目ごとに評価指標により評価 

【評価の目安】 

ａ 中期計画の達成に向けて良好に進んでいる（上回る／十分な実施となる見込み）（達成率 100%以上） 

ｂ 中期計画の達成に向けて概ね良好に進んでいる（実施する見込み）（達成率 80%以上 100%未満） 

ｃ 中期計画の達成のためにはやや遅れている（下回る／実施が不十分となる見込み）（達成率 60%以上 80%未満） 

ｄ 中期計画の達成のためには遅れている（特に劣る／未実施となる見込み）（達成率 60%未満） 

 

 

評価委員が記入 


